
おいしい食卓のナゾ

お肉
にく

や牛
ぎゅう

乳
にゅう

は、お店
みせ

にいつもあるけれど、なにからできているのでしょうか？

どのようにして生
せい

産
さん

されているのでしょうか？  知
し

っていますか？

肉
にくぎゅう

牛から牛
ぎゅう

肉
にく

が、乳
にゅうぎゅう

牛から牛
ぎゅう

乳
にゅう

が生
せい

産
さん

されています。

１肉
に く

牛
ぎゅう

がお店
み せ

の肉になるまで
　肉牛（肉を食

た

べるための牛）が牛肉となって、

お店に並
なら

ぶようになるまでは、

①　畜
ちく

産
さん

農
のう

家
か

が、肉牛にいっぱいエサを食べさ

せて太
ふと

らせます。

②　次に食肉処理場で肉牛をと畜（家畜を食肉

のために殺すこと）し、皮
かわ

をはいでお肉を

取
と

り出
だ

します。

③　取り出したお肉は、とても大きなかたまり

になっていますが、お店に並ぶときは、食

べやすい大きさに切られています。

どうや
ってできるの？お

肉や
牛乳は?

? ? ?

お肉の
場合



２大きな牛でも、はじめは子牛です
牛肉や乳牛を生産する牛の体

たい

重
じゅう

は500～700㎏

くらいあります。大人の男性の８～10倍もあり

ます。とても大きいでしょう。でも、はじめは

20～40㎏の小さな子牛です。

母牛に子牛を生ませるために牛を飼っている農
のう

家
か

のことを繁
はん

殖
しょく

農
のう

家
か

、おいしい肉をつくるため

に牛を飼
か

っている農家のことを肥
ひ

育
いく

農
のう

家
か

、といい

ます。繁殖の仕事も肥育の仕事も両方ともしてい

る農家もあります。

　繁殖農家では、母牛を飼
か

って、子牛を産
う

ませます。この子牛を9ヶ月から12ヶ月くらい育て

てから、市
し

場
じょう

でセリにかけて肥育農家に売ります。このときには子牛の体重は300kgくらい

になっています。

３子牛を大人の牛に育
そ だ

ててお肉を作
つ く

ります
　肥育農家では子牛にエサをたくさ

ん食べさせて、多くのお肉が取れる

ように大人の肉牛に育てます。

　その肉牛が肉となってお店に並び

ます。そのほかにもミンチにして、

ソーセージやハンバーグなどになっ

てお店に並びます。

お肉は、牛の体重の半
はん

分
ぶん

く
らいしかありません。（残り
は、内

ない

臓
ぞう

、骨
ほね

、皮
かわ

などです）



４乳
にゅう

牛
ぎゅう

からお店の牛乳になるまで
　乳牛（乳をしぼるための牛）からお店の牛

乳になるまでは、

①　赤ちゃんを産んだ乳牛の雌
め

牛
うし

から酪農農
のう

家
か

が機械で乳をしぼります。そのときた

くさんの乳が取れるよう乳牛にはたくさ

んエサを食べさせます。（1日に20kg）

②　しぼった乳は生
せい

乳
にゅう

と呼
よ

ばれ、いったん

農家のタンクに貯
ちょ

蔵
ぞう

されます。

③　その生乳は、やがて乳
にゅう

業
ぎょう

会
かい

社
しゃ

に引き取

られていき、殺
さっ

菌
きん

後
ご

、パックにつめられて牛乳としてお店に並びます。

５子牛を大人の牛に育
そ だ

てて牛乳をしぼります
　酪農農家では、乳を取るために、牛に子牛を産ませなければなりません。育てた子牛はやが

て、大人の牛になり、また、その牛に子牛を産ませて増やします。そして、その牛に餌をたく

さん食べさせて、乳を生産します。その生乳を処理した牛乳がお店に並びます。

　また、生乳は牛乳以外にも、ヨーグルト、チーズやバターなどに加工され、それらもお店に

並びます。

牛乳の
場合



６お肉や牛乳がおいしい食卓に並
な ら

びます
　こうして牛は、お肉・ハンバーグ・ハム・

ソーセージのような食肉製品に、また牛乳や

ヨーグルト・チーズ・バターのような乳製品

となって皆さんの食卓に並びます。

　私たちは欲しいものを欲しいだけ、欲しい

ときに買って畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

を食べているのです。

７牛の皮
か わ

は捨
す

てずに革
か わ

製
せ い

品
ひ ん

になります
　さて、ここでクイズです。牛

から肉を取り出したら、皮が残
のこ

ります。この皮をどうすればよ

いでしょうか？

❶捨
す

てる

❷燃
も

やす

❸革
かわ

にする

　答えは「❸革
かわ

にする」です。

動物の命を頂いてお肉を食べたら、皮も全部使って私たちのくらしに役立てることが、命をい

ただく動物への感
かん しゃ

謝の気持ちになります。動物の皮は腐
くさ

らないよう処理し、くつ・バッグ・ラ

ンドセル・かばん・家
か ぐ

具などの革
かわ

製
せい

品
ひん

になって、お店に並びます。

　皮を使わなかったら、ゴミになってしまいます。ゴミを燃やしたり、埋めたりすることは、

使える資源をムダにすることにもなりますし、新たにゴミの処分場を作らなければなりません。

その結果、自然が失われ、人の健康や環境にも悪い影響を及ぼします。

　皮を有効に活用することは、ゴミを減らすための“３つのR”のうち、一番大切なリデュー

ス（削減）にもつながります。


